
オンライン資格確認/オンライン請求用端末において満たすべき要件
（訪問看護ステーション向け）
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本書について

• 本書は、オンライン資格確認/オンライン請求用等システムを同一端末で使用する場合に推奨する仕様を示すものである。
本書で記載する対象範囲は以下の通り。

［オンライン資格確認/
オンライン請求用端末］

［ONU］

［レセプトコンピュータ端末］

［ルータ等］

オンライン請求NW
（閉域の通信環境） 支払基金・国保中央会

/連合会

［オンライン資格確認等システム/
オンライン請求システム］

訪問看護ステーション □:記載範囲

特定機関認証
資格確認等

資格確認用
Web-API

※レセコン等との連携用 I/F

オンライン資格
確認等連携ソフト

オンライン資格確認/
オンライン請求用端末

• オンライン資格確認システムの業務利用（Webアプリケーション利用の場合）
• オンライン請求システム（支払基金/国保連合会への訪問看護療養費請求）の業務利用
• レセプトコンピュータ端末とオンライン資格確認等システム間で情報連携を行うための連携ソフトの

実行・連携ファイル置き場

※提供するアプリケーションソフトは64bitとなります。
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オンライン資格確認/オンライン請求用端末として推奨される要求仕様（1/2）
• ハードウェアに係る要求仕様を以下に示す。

ノートPCの場合 デスクトップPCの場合

CPU Intel Core i3-8145U 以上
または、上記プロセッサと同等以上の性能を有する互換プロセッサ

Intel Core i3-8100T 以上
または、上記プロセッサと同等以上の性能を有する互換プロセッサ

グラフィックス・アクセラレーター 機能を有すること。ただし、条件等は無し。

ビデオメモリ 機能を有すること。ただし、条件等は無し。

チップセット 機能を有すること。ただし、条件等は無し。

メインメモリ 8GB以上

表示機能 液晶ディスプレイ 有すること。ただし、条件等は無し。 有すること。ただし、条件等は無し。
なお、既存の液晶ディスプレイを用いる場合はその限りではない。（その場
合、映像出力方式は既存の液晶ディスプレイに則る）パネルサイズ 機能を有すること。ただし、条件等は無し。

解像度/表示色 1920×1080ドット 1677万色 以上

ストレージ 256GB以上を推奨（HDD、SSD等の指定なし） ※OneＤriveによるオンラインストレージ下でのセットアップは動作環境外

オーディオ機能 機能を有すること。ただし、条件等は無し。

通信機能 LAN 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T準拠

インターフェース USB Type-A（3.2 Gen1以上を推奨）を有すること。

映像出力 機能を有すること。ただし、条件等は無し。 機能を有すること。ただし、条件等（方式等）は無し。

NIC（院内・局内ネットワー
クとオンライン請求ネットワーク
の接続を想定）

院内・局内ネットワークとオンライン請求ネットワークの接続に必要な数を用意すること。
※例えば、IP-VPN方式において、オンライン請求ネットワークを接続し、院内・局内ネットワークへも接続する場合は２系統必要と想定。（外部接続の
NICを用いる構成も良しとする）

オーディオ 機能を有すること。ただし、条件等は無し。

電源供給方式 指定なし。
＜注意事項＞
• オンライン資格確認等システムにおける性能評価は、本要求仕様に準拠した資格確認端末（Windows10 IoT Enterprise 2019 LTSC 64bit版）で実施している。本要求仕様と異なるスペックを使用する場合、性能を満た

しているかの判断については、PCメーカーに確認を行うこと。※支払基金から提供する各種アプリケーションソフトは、上記の要件に則した環境で動作することを前提としている。
• Windows10 Pro、又はWindows11 Pro等、上記以外のOSを選択する場合は、訪問看護ステーションにて必要なセキュリティ対策を行い、システムベンダにてセキュリティパッチや機能更新パッチの適用を適切に実施すること。
• 推奨される要求仕様と異なる仕様の機器を利用する場合、またはレセプトコンピュータ等端末にアプリケーションソフト等を搭載する等、推奨環境とは異なる方式で使用する場合は、支払基金から提供する各種アプリケーションソフトの

動作確認を、訪問看護ステーションに導入する前にシステムベンダにて必ず実施すること。
• オンライン資格確認とオンライン請求を別端末で導入する場合は、オンライン請求用端末のOSがWindows Server 2022、Windows 10、Windows11でも対応可能とする。

ノートPCの場合 デスクトップPCの場合

OS Windows10 IoT Enterprise 2019 LTSC 64bit版、Windows10 Enterprise 2019 LTSC 64bit版、Windows10 IoT Enterprise 
2021 LTSC 64bit版、Windows10 Enterprise 2021 LTSC 64bit版（特別な制限等をかけていないものに限る）※
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オンライン資格確認/オンライン請求用端末として推奨される要求仕様（2/2）

• 機器の提供に係る要件を以下に示す。

項番 分類 満たすべき要件

1

動作環境

製造者は、Microsoft Edge（Chromium版）ブラウザをプリインストールした上で、使用可能な状態にしていることが望ましい。
※Microsoft Edge（Chromium版）ブラウザをプリインストールしない場合は、納入者にセットアップが必要な旨通知すること。

2 訪問看護ステーションへ当該機器を納入する者は、Microsoft Edge（Chromium版）ブラウザが使用可能であることを納入前に確認すること。
※当該機器にMicrosoft Edge（Chromium版）ブラウザがインストールされていない場合は、インストール等の必要作業を納入前に行うこと。

3

保守の体制

訪問看護ステーションへ当該機器を納入する者は、当該訪問看護ステーションからの当該機器に係る問合せを直接対応すること。

4 訪問看護ステーションへ当該機器を納入する者は、製品販売から5年間、当該機器の保守を行えること。原則、問い合わせ受領日の翌日までにセ
ンドバック、オンサイト、ピックアップ保守のいずれかで対応すること。

5
その他

セキュリティパッチ（Windows10 IoT Enterprise 2019 LTSC 64bit版、Windows10 Enterprise 2019 LTSC 64bit版、Windows10 
IoT Enterprise 2021 LTSC 64bit版、Windows10 Enterprise 2021 LTSC 64bit版向けに限る）や各種アプリケーションソフト（オンライ
ン資格確認等連携ソフト）の更新ファイルをネットワーク経由で取得できる仕様とすること。
※支払基金経由で提供する更新ファイルは、配信アプリケーションを使用して配信。

6 ひし形PSE、VCCI、SIAA 、防水・防滴の基準、難燃性規格等の取得は、製造者の判断とする。

＜注意事項＞
• オンライン資格確認/オンライン請求用端末を訪問看護ステーションへ導入するベンダーは、各種アプリケーションソフト（オンライン資格確認等連携ソフト）等

のキッティングを行い、提供することを検討いただきたい。
※オンライン資格確認に係る各種アプリケーションソフトのインストール等に必要なプログラムファイルについては、医療機関等ONSを通じて提供。
※オンライン請求に係る送信用ソフト等のインストール等に必要なプログラムファイルについては、ダウンロードサイトより提供。
保守の体制について、センドバック、オンサイト、ピックアップ保守以外を選択する場合は、訪問看護ステーションと必ず合意すること。

• 訪問看護ステーションに設置する際は、「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に準拠いただき、必要なセキュリティ対策を行うこと。


